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「 分 業 」 を 視 点 と し た 社 会 科 教 科 内 容 の 検 討 と 授 業 設 計
一小学校第５学年「日本の農業問題」を事例として－
A Study on The Content of Social Studies and Construction of Lesson Plan
-m the Case of f Agriculture Problem in Jap an J in 5 tｈ Grade ―
Ｉ　 は じ め に
1989 年 の 小 学 校 社 会 科 学 習 指 導 要 領 第 ５ 学 年 の 改
訂 内 容 の一 つ と して ， 厂我 が国 の 産 業 の 発 展 に 関 心 を
もっ よ う に す る 。（ ）゜」 こ と が新 た に 加 え ら れ て い る 。
特 に 農 業 学 習 に お い て は 厂国 民 の 食 料 確 保 の上 で ， 我
が 国 の 農 業 の果 た し て い る 役 割 を 理 解 さ せ， こ れ か ら
の 農 業 の 在 り方 に も関 心 を もた せ るよ う にす る。（゜D. P｡44）」
と示 さ れ て い る。 こ の 「 こ れ か ら の農 業 の 在 り 方 に も
関 心 を もた せ る」 と い う こ と を， 本 稿 で は， 今 後 の 日
本 農 業 の 未 来 予 測を す る こ と と 捉 え た い。 こ れ は， 具
体 的 に は， 私 た ち の 食 料 を， 今 後，F ‾だ れ が ， ど こで，
ど の よ う に 生 産 して い く のか 。」 と い う こ と を 予 測 し
て い く こ と で あ る。 し か し， 現 在 ま で こ れ ら の 内 容 が
充 分 学 習 さ れ て き た と は い い が た い。
こ れ ら の こと を 学 習 さ せ る た め に は， 農 業 学 習 の 中
に 未 来 予 測 の 学 習 を 取 り 入 れ て い く こ と が 必 要 と な っ
て く る。 こ の 日 本 農 業 の 未来 予 測 の学 習 は， そ の 前 提
と し て， 現 在 の 農 業 問 題 に 関 す る事 実 を 分 析 的 に検 討
す る こ と に よ り， よ り科 学 的 な も の と な っ て こ よ う。
ま た， 現 在;　日 本 農 業 を と り ま く状 況 は， 刻 々 と変 化
して い る が ， 農業 学 習 に お い て は， そ の変 化 の現 象 面
に だ け 振 り 回 さ れ る こ とな く， そ の本 質 を 学 習 さ せ る
こ と が重 要 で あ る。 日 本 農 業 の 本 質 を 学 習 さ せ る た め
に は， 国 際 的 視 野 が 不 可 欠 で あ る。 な ぜ な ら， 今 後 も
い っ そ う 農 産 物 貿 易 の 自 由 化 は進 み， 国 内 に お け る農
業 は新 た な 再 編 が 必 要 と な って く る と 予 測 さ れ る か ら
で あ る。
本 稿 で は こ れ ら の こ と に 関 して ， 稲 作 を 中 心 に以 下
の手 順 で 考 察 し て い く。 ま ず ， 日 本 の 稲 作 農 業 の 未 来
予 測 を 行 う た め に は国 際 的 視 野 か ら の 検討 が 必 要 で あ
る こ と， 次 に， こ の未 来 予 測 を 科 学 的 な も の と す る た
め に は 厂分 業 」 の 視 点 が 有 効 で あ る こ とを 述 べ る。 最
後 に 匚分 業 」 の視 点 を 取 り 入 れ た 授 業 モ デ ル を 構 想 す
る。
前　 重　 幸　 美
(広島市立中島小学校)
11　日本の稲作農業の現状分析
(1) 国際的視野から捉えた日本の稲作農業
米の貿易自由化問題に関する論議においては，自由
化賛成の根拠として，一般に次のようなことが述べら
れた。
｢国内産米の価格は，諸外国と比較して高い
Ｏ そこ
で，安い外国産米を輸入した方が，消費者にとって
得になる。さらに，国内の稲作農業が産業として自
立し，国際競争力をつけていくためにも，市場原理
を導入し，自由化した方がよい。Ｓ｣
この米の内外価格差が発生する原因の一つに，米生
産国間の生産性格差，つまり各国間の生産性における
絶対優位，劣位と比較優位，劣位の問題がある。
また，米自由化反対の根拠としては，次のようなこ
とが述べられた。
｢現在，日本は世界最大の農産物輸入国であり，食
料自給率は主要先進国中，最も低い。そこで，せめ
て現在自給を維持している米くらいは，今後も自給
を維持していくべきである。さらに，食料の安定的
な供給を保障するためには，食料自給率の維持，向
上が必要であるので，これ以上の農産物貿易自由化
はすべきでない。Ｓ｣
これらのことは，各国の農業保護政策ともかかわっ
て，食料安全保障論として様々に述べられている。
しかし，現実には1995 年から米輸入の段階的自由
化が始まったことからも，農産物貿易自由化が確実に
進んでいるという現状は認めなければならない。
米の輸入自由化が開始された原因を明らかにし，さ
らに，今後の日本の稲作農業 のゆくえを予測していく
には，新たな視点から日本の農業問題を捉え直してみ
ることが必要である。なぜなら，米自由化問題に代表
される日本の農業問題は，国内問題として捉えている
だけでは，解決の方向を探ることもできないし，将来
の展望を述べることもできないからである。社会の変
化に対応して，食料生産の意義やその生産の方法も変
化していく。つまり，国際的視野で，その意義や生産
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の仕組みを捉え直していくことが必要となってきたの
である。
（2）「分業」の視点
日本農業の未来予測を行うために
，「分業」の視点
を設定した
。世界の農産物貿易量は拡大してきており，
米貿易量も
，近年，確実に増加している。今後，さら
に米貿易自由化か進むと予測される状況において
，日
本の稲作農業が国際競争の中で生き残るためには
，貿
易を基礎とする世界分業体制の中で
，米生産の意義や
仕組みを捉え直していくことが必要である
。
この「分業
」につて最初に理論化したのが，Ａ．
スミス（゜）である
。そして，彼の提示した多くの基礎
的概念を精緻化したのが
，Ｄ．リカード（ＳであるＯ
そこで本稿では
，スミスやリカード等の分業理論を整
理して，「分業」を次のように定義する。
「分業」とは
，個人（または集団）が，ある製品
（または部品）の生産に専従し
，その後でその製
品（部品）を交換あるいは結合して必要を充足することである。
この匚分業」は
，厂企業内分業」，厂企業間分業」，
匚国際分業」の三つに分けられる。
生産工程を多くの段階に分け
，労働者がそれぞれの
作業工程を分担して生産するならば
，生産性を高める
ことができる
。これが「‾企業内分業」である。
また
，生産工程をそれぞれの企業が分担して生産す
るならば｡生産性を高めることができる。これが「企
業間分業」である。
さらに
，国際的に「分業」が行われると，一国が相
対的に効率よく生産できる産業が拡大し
，非効率的に
しか生産できない産業が縮小する
。他方，他国で対照
的な産業の拡大
，縮小生じる。その結果，世界全体
としての生産効率が高まると同時に国際的に産業が再
編成されることとなる
。これが「国際分業」である･。
（3）匚分業
」の視点から捉え直した日本の稲作農業
現在
，日本の米自由化問題にかかわっているのは，
主にアメリカ合衆国とタイである
。そこで，これらの
国を取り上げて比較検討していく。
まず
，「企業内，企業間分業」の視点から日本の稲
作農業をみていく
。はたして，日本の稲作農業におい
て生産性向上のために「企業内
，企業間分業」を取り
入れていくことは可能なのであろうか。
日本の稲作農業の特徴は
，まずその耕作規模が零細
であるということ
，さらに耕作規模の拡大が困難であ
るということがあげられる
。農業は，製造業ほど細か
く分業が行われていない
。　１年中，同じ仕事をやって
いるわけではないし
，仕事をはっきり分離することが
難しい。つまり「企業内，企業間分業」しにくい産業
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であるということが，農業の合理化を妨げている要因
の一つである。
しかし
，一部の地域では，営農集団を組織して生産
効率を上げている地域もある（秋田県仙北町）
。この
組織では
，共同で作業をしたり，機械や施設の共同所
有したりしている
。また，ヘリコプターやラジコンの
小型機械を使って直播きの稲作が試みられている地域
もある（千葉県印旛沼周辺）。
さらに, 1995年から施行された新食糧法（主要食
糧の需給及び価格の安定に関する法律）は
，「企業内，
企業間分業」を流通面から促進していく動きであると
捉えることができる。
次に「国際分業
」の視点から，日本の稲作農業をみ
ていく
。タイやアメリカ合衆国と比較して，日本の稲
作農業は比較優位産業といえるのであろうか
。
日本農業は土地生産性の向上によって労働生産性を
高めてきた
。 1980年において日本の土地生産性はア
メリカ合衆国の10倍を超える
。しかし，アメリカ合
衆国の土地装備率は日本の100倍を超えるため
，日本
の農業労働生産性はアメリカ合衆国の約1 ／10 であ
る
。（゜）さらに，アメリカ合衆国では，米生産の工程を
受け持つ企業が存在し
，米は産業として「企業内，企
業間分業」が進んでいる。
タイにおいては
，米は自由主義市場を基本とし国内
の取引も貿易も自由化されている
。さらに，米の生産
費は
，日本の約1 /13,アメリカ合衆国の約２／３で
あり
，３国中最も低い。さらに，日本への輸出向けの
米生産も開始している。（゜）
このような生産費構造（゜）の相違がある現状におい
て
，アメリカ合衆国やタイと比較して日本の稲作農業
が比較優位産業となることは困難である
。つまり，比
較生産費説にもとづいて自由貿易が望ましいという観
点から米貿易自由化問題を捉えると。
「農業に比較優位を持たない日本は
，米を中心によ
り一層の農産物の自由化が望ましい。゜」
ということがいえる。
以上のことから
，今後米貿易自由化が進めば，日本
の稲作農業は国際競争力を失って衰退していくことが
予測される
。このような中で日本の稲作農業が生き残っ
ていくためには
，耕作規模拡大の問題，また耕作規模
の拡大により農業生産の合理化は図れても日本の米生
産における優位はほとんど望めないので
，農業保護政
策のあり方が問題となってくるであろう。
Ⅲ「分業」を視点とした授業設計
（1）「分業」を視点とした農業学習の知識の構造日本の稲作農業の未来予測を行うということは，事
実関係的知識に基づいて価値判断を行うということで
ある。この価値判断を行う際には，とくに事実分析の
科学性と情報の豊かさが重要となる。(Ｓ)
そして，この知識は，教師がいかにその教科内容を
認識しているかにかかわってくる。そこで， ここで構
造化する知識は，小学校第５学年を対象とする知識だ
けでなく，教師が把握しておくべき知識を対象とする。
この教科内容としての知識の構造図を次に示す。
⇔
??
????????
図１【「分業」を視点とした農業学習の知識の構造図】
本稿においては，上記の知識の中から，次の知識の
習得をめざして授業設計を行った。（ＯＪ
Ａ-1･2 それぞれの国が，相対的に安く生産できるもの
を貿易すれば，お互いの利益が増すので貿易が行わ
れる。（国際分業）
Ａ-3 農業は生物的な生産過程であり自然条件に左右さ
れるので，農産物輸出国の地域が特化されたり，供
給量が不安定となったりする。
Ｃ-1 生産工程を多 くの段階に分け，労働者がそれぞれ
の作業工程を分担して生産すると，牛産性が高まる。
（企業内分業）
Ｃ-2 生産工程をそれぞれの企業が分担して牛産すると，
生産性が高まる。（企業間分業）
Ｄ　 市場原理に任せておくと農業は衰退する場合があ
るＯこのため農業 の存在によって国民全体としての
満足を得られるなら保護していこうとする。
・　国内の食料自給率の維持，向上は食料の安全保
障の前提条件である。従って，食料は国内で自給
する必要がある。
・　様々なものを輸入に依存しているわが国におい
て，食料の自給だけをいっても無意味である。
・　水田の機能は公共財的側面として重要であり，
保護するメリットがある。
・　農村には，社会的環境の維持，伝統・文化の継
承などの役目がある。そこで，それを守る人の生
活を保障する産業が必要である。
・　公共財的側面を認め保護していくにはコストが
かかり，国民の合意が必要である。
Ｅ　今後，日本の稲作農業はアメリカ合衆国等と比べ
て優位となることはほとんど望めない。もし米の輸
大自由化が進んだら，日本の稲作農業は一部の大規
模農家を除いてほとんどが衰退していくであろう。
Ｅ-1 それぞれの国が相対的に安くできるものを貿易す
ればお互いの国の利益が増すので，米の輸入自由化
を進め稲作農業を保護していく必要はない。
Ｅ-2稲作農業は維持していくメリットのある産業なの
で，衰退していくと予想されるなら維持していくた
めの保護政策が必要となる。
（2） 小単元「日本の農業問題」の授業モデル
ア　小単元の指導計画（全17 時間）
本授業モデル設計は，岩田一彦氏の授業設計論に即
して行った。（匐
第１次　米づくりのさかんな庄内平野
・ 世界の米の産地（日本，タイ，アメリカ合衆国）
● ●・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ■・ ・ ・ ・ ・ ● ●・ ・ 僖・ ■ ●・ ・ ・ ・ ・ ● ● ● ● ・ ・ ２
○ 日本の米づくり
一庄内平野の米づくりを中心にしてー
・耕地整備，機械化等と農作業の時間の変化 … ２
・品種改良，肥料・農薬等と米の生産高の変化
………………………………………… ２
・日本の農業問題（兼業化，農業就業人口の変化等）
………………………………………… ２
・企業内分業（日本の営農集団とアメリカ合衆国
の稲作農家）と企業間分業（日本の稲作農業と
アメリカ合衆国の米産業）
第２次　米の輸入自由化問題と日本の稲作農業の未
来予測 ● ●・ ・ ● ● ●・ ■・ ・ ● ・ ・ ・ ・ ・ ● ● ● ● ● ●・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ● ● ● Ｓ ７
イ　小単元の学習過程
まず，第１次F ‾米づ くりのさかんな庄内平野」にお
ける兼業化，農業就業人口の減少等の農業問題の学習
過程から，厂今後，日本の稲作農業 は産業 として生き
残っていくことができるのだろうか。」 という問題が
出てくる。これを第２次 匚米の輸入自由化問題とこれ
からの日本稲作農業」 の学習過程を貫く問いとする。
この第２次の学習過程においては，まず国内で実際
に論議された 匚米自由化問題」にかかわる事実の分析
検討を行う。次に，米を自由化していく利点，日本の
稲作農業を保護していく利点，食料危機に際しての有
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効性についての分析検討をする。これらの問題を「国
際分業」の視点から分析検討するＯこの視点を取り入
れることにより，日本の稲作農業についての未来予測
が科学的なものとなる。
ここでは，「国際分業」を推進していく面 から「生
産性の向上を図る，消費者のニーズにあった商品とし
ての米作りをする」などという市場原理の導入を進め
る方向と，もう一方で，その国際分業を制限していく
面から「市場原理を導入すれば日本の稲作農業は衰退
していくと予測されるので，農業の公共財的側面を認
め保護するメリットがあるなら保護していく」という
方向との，両面からの認識を持たせたい。
また，学習過程の最後で，論争問題として「日本の
稲作農業を生き残らせるべきかどう･か。」 を設定し，
価値判断を行わせる。 ここでは，それまでの学習の成
果を総合して価値論争を行う。この場面では，自分の
習得した知識を総合してどのような根拠（事実関係的
知識）に基づいて価値判断するかは自由である，学級
で結論をだすことはしない。
本稿の授業モデル〈表１〉は， この小単元のうち第２
次の部分である。
IV　 おわりに
本稿では，稲作を中心に，現在進行中の米輸入自由
化問題等の事例を分析検討することを通して，日本農
業 の未来予測を行う授業設計を試みた。その際の視点
として設定したものが「分業」の視点である。「分業」
の具体的視点として，厂企業内，企業間分業 」，「国際
分業」の視点を設定し， この視点から日本の稲作農業
の未来予測を行った。
「分業」の視点から，日本の農業問題を研究するこ
とによって，子どもが日本農業の科学的な未来予測を
行うことができるようになる。これからの国際社会に
生きる子どもにとって，国際的視野に立ち，社会を見
る目を養うことが重要である。この時の一つの視点と
して，「分業」 の視点が役立っであろう。
しかし本稿は，日本農業の総合的な未来予測を行う
ことを目指したものではない。農産物貿易 の自由化の
拡大に伴い,’国際分業体制のなかで，今後 の日本農業
がどのようにあればよいかを，未来予測を行うことが
目的であった。
今後は，また新たな視点を設定することにより，別
の視点からの日本農業の未来予測も可能であろう。
表１　匚第２次一米の輸入自由化問題とこれからの日本農業］（全７時間）の主な問いと目標
時 雌 主　 な　問　 い 目　標　 と　な　 る　知　 識 資　 料
１ 概
念探
究
過
程
↓
事実
の分
析
的
検
討
↓
（1） 現在の日本の農業にはどんな問題
かおるか。
・　後継者問題，農薬問題，米の輸入自由化問題等があ
る。
今後，日本の稲作農業は産業として生き残っていくことができるだろうか。
（2） 米の輸入自由化が進めば，今後，
日本の稲作農業は産業 として生き残
ることができるだろうか。
・　消費者のニーズにあった商品としての米作りをして
いけば，生き残ることができるであろう。
・　外国の安い米と競争できる価格の米作りができれば
生き残ることができるであろう。
・　外国の安い米と競争になれば，稲作農業は生 き残る
ことはできないであろう。
・　日本は，野菜，果樹，草花等の 厂園芸作物」や，養
鶏，養豚などの施設利用型の農産物などに特化してい
くであろう。
・　 農業保護政策をとれば，米等の農地利用型の農産物
も生き残ることができるであろう。
２
３
４
資料
ａ
ｂ
Ｃ
問いＩ　国内で，米の輸入自由化問題がさかんに論議されたのは，なぜか。
出　 なぜ，米の輸入が始まったのか。
（2） なぜ 匚平成米騒動」が起こったの
か。
（3） 米輸入自由化に対する国内の意見
にはどのようなものがあるか。
・　1993 年のウルグアイラウンド農業合意により, 1995
年から米の一部輸入自由化が始まった。
・　 平成５年の異常気象のため，米の作柄が戦後最低と
なったので，平成６年(1994 年）の初めに米が不足し
た。
・　 政府が緊急輸入した外国産米の供給が遅れたり，消
費者の国内産米志向が強かったりしたので，消費者へ
の円滑な販売 に支障をきたした。
・　日本の食料自給率は低下してきている。その中で米
は現在自給を維持している。せめて米は今後も自給を
維持していきたいので，自由化には反対である。
・　 タイヤアメリカ合衆国の米は安いので，自由化され
ると消費者は国内で安い米を選んで買えるようになる
ので，自由化には賛成である。
・　 タイやアメリカ合衆国の米は安い。自由化されると
日本の小規模の稲作農業は打撃を受けるので，自由化
には反対である。
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未来
予
測
↓
価
値判
断
（4） 世界の米貿易はどのようになって
いるか。
（5） なぜ，日本とタイとアメリカ合衆
国の米の価格は違うのか。
・　 日本の米は保護されている。今後は市場原理を導入
して国際的にも競争力をっけていくことが必要である
ので，自由化に賛成である。
日本の貿易摩擦問題を緩和するためにも，米市場を
開放したほうがよいので，自由化に賛成であるo
・　 アメリカ合衆国は，日本の米市場開放を要求してき
た。
・　 世界の米貿易量は年々増加している。日本への輸出
用の米作りを始めた国もあるo
・　 タイやアメリカ合衆国は，米の輸出国である。
・　 タイやアメリカ合衆国の米生産費は日本より低いの
で，生産者価格差が生まれる。
ｄｅ
ｆｇ
ｈ
！
Ｊｋ
５
６
資料
１
ｍ
ｎ
０ｐ
ｑ
問いｎ　 このまま米の輸入自由化が進むと，日本の稲作農業はどうなるだろうか。
剛　米輸入自由化か進むと，日本の稲
作農業はどうなるか。
（2） 米自由化の利点は何か。
（3） 日本の稲作農業を保護していく利
点は何か。
（4） 食料危機に際しては，自由化を進
めた場合と自給を維持していた場合
とでは，どちらが有効か。
（5） このまま米の輸入自由化が進むと
今後，日本の稲作農業 はどうなるだ
ろうか。
・　 外国から安い米が輸入されると，国内の米が売れな
くなり，日本の稲作農業は衰退するであろう。
・　大規模農家だけが生き残ることができるであろう。
・　 それぞれの国が相対的に安く生産できるものを貿易
すればお互いに利益が増す。
・米の自由化が進めば，稲作農業は国内にも国際的にも
競争力がついてくる。
：耕作面積や経営規模の拡大を図り 匚企業内分業，企
業間分業」をして生産工程の合理化を図れば，国際
競争力がつき，米作りを維持することができる。
・　稲作を保護していけは，米作りを維持できる。
・　稲作は保護するメリットがある。そこで，保護政策
のあり方が問題となる。
：
価格に反映させる，経営を企業化していくなどの市
場原理を導入するための保護政策をとる。
：農業には公共財的側面があり保護するメリットがあ
る。そこで保護していくためには国民 はそのコスト
を負担しなければならないこと認識し，日本型デカッ
ブリンク政策等の保護政策をとる。
・　 食料も自由貿易に従って国際分業を進めた方が，世
界の国々にとって利益かおる。世界的緊張緩和が進む
現在では，食料安保論はその根拠が薄くなってきてい
る。
・　食料確保はその国の安全保障の前提条件であるので
米は今後も自給を維持していくことが有効である。
・　米飯自給的農家と大規模経営農家とに分化していく
であろう。
・　国際競争力をっ ければ，日本の稲作農業は生 き残る
ことができるであろう。，
・　今後，日本の稲作農業はアメリカ合衆国等と比べて
比較優位となることはほとんど望めないので，米の輸
入自由化が進んだら日本の稲作農業は衰退していくで
あろう。
７
論争問題　日本の稲作農業を生き残 らせるべきか，どうか。
（1） 今後，日本の稲作農業は生き残る
ことができるだろうか。
（2） 日本の稲作農業が生き残ることが
できないとしたら，保護しても生き
残らせるべきか，どうか。
（3） これからの日本の稲作農業の動き
を 匚分業」 の視点から自分なりに捉
えていこう。
・　耕作面積の拡大や生産工程の合理化を図るなどして
「企業内分業や，企業間分業」を進めるならば，日本
の稲作農業は国際競争力をつけることができ，生き残
ることができるであろう。
・　耕作面積の拡大や生産工程の合理化を図るなどして
匚企業内分業や，企業間分業」を進めることは， 日本
の稲作農業においては困難である。今後，自由化が進
めば， タイやアメリカ合衆国と比較して，日本の稲作
農業 は優位となることはほとんど望めないので，生 き
残ることができないであろう。
・　 それぞれの国が相対的に安く生産できるものを貿易
すればお互いに利益が増すので，米の輸入自由化を進
め稲作農業を保護する必要はない。
・　 稲作農業は，維持していくメリットのある産業なの
で，衰退していくと予測されるなら維持していくため
の保護政策が必要となるo
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